
Web『日々雑感』に２４日の要請行動の録画

や資料が報ぜられています。わかりやすく

必見です。 http://hibi-zakkan.net/

集会の発言者の

自治体議会議員の皆さん

内閣府官房総務課に

公開質問状を手渡しました。

圧
倒
的
な
再
稼
働
反
対
の

声
、
無
視
す
る
政
府

 
 

作
家
広
瀬
隆
さ
ん

作
家
の
広
瀬
隆
さ
ん
は
、

原
発
現
地
の
新
聞
報
道
な
ど

を
示
し
、
原
発
の
再
稼
働
に

反
対
す
る
声
は
、
党
派
を
超

え
て
全
国
に
満
ち
て
い
る
。

現
内
閣
は
、
せ
っ
か
く
の
原

発
ゼ
ロ
を
、
強
引
に
再
稼
働

さ
せ
原
発
事
故
が
危
険
な
日

本
に
逆
戻
り
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
全
て
の
国
民
の
共

通
の
願
い
で
あ
る
『
百
㌫
原

発
無
事
故
の
保
証
』
を
求
め
、

政
府
が
国
会
で
公
式
回
答
す

る
よ
う
運
動
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

ベ
ン
ト
し
て
ま
で

再
稼
働
と
は
何
事
か
！

茨
城
県
東
海
村
村
議

 
 

相
沢
一
正
さ
ん

茨
城
県
東
海
村
の
相
沢
一

正
さ
ん
は
、
現
地
に
住
む
私

た
ち
住
民
が
怒
っ
て
い
る
の

は
、
格
納
容
器
に
穴
を
開
け

る
『
ベ
ン
ト
』
を
し
て
ま
で

原
発
を
動
か
そ
う
と
し
て
い

る
こ
と
だ
。
格
納
容
器
な
ど

五
重
の
壁
で
安
全
に
守
ら
れ

て
い
る
の
で
放
射
能
は
絶
対

出
な
い
と
住
民
を
納
得
さ
せ

て
き
た
の
に
放
射
能
を
放
出

し
て
原
発
を
守
る
と
い
う
。

守
る
べ
き
は
住
民
で
は
な
く
、

原
発
で
あ
る
と
い
う
倒
錯
し

た
「
安
全
」
思
想
は
許
せ
な
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政府は国民に答えよ（質問状要旨）

❶規制庁は「新規制基準は最低のもの｡あ

とは事業者の責任」と述べた。絶対安全の

保証が出来ないまま再稼働するつもりな

のか？

❷原発の直下型地震の耐震基準はマグニ

チュードいくらか？

❸新耐震基準によるバックチェック中に

中越沖と 3.11 大震災が起き原発事故に至

った。事故の当事者が行う審査結果を第三

者がクロスチェックしないまま再稼働す

る事は絶対に認められない。クロスチェッ

クの組織を作るべき。いつまでに作るか。

❹岩手宮城内陸地震の最大加速度４０２

２ガルは活断層さえ知られていない場所

で起こった。日本の原発全てに「事故は１

００％起こらない」と保証できるか？

❺使用済み核燃料や高レベル廃棄物の最

終処分場の地名も答えず再稼働するのか。

❻火力発電の燃料費増とは桁違いの原発

出費。保証対象は国民の命か電力会社か。

❼日本政府は福島事故の原因を津波によ

る全電源喪失と断じて、国会事故調査委員

会の報告書を否定している。事故原因の全

てのデータを公開せず、断定するのか。

上記、国会の場での公式の回答を求める。

原
発
再
稼
働
に
反
対
す
る
立
地
自
治
体
地
方
議
員
有
志
で
つ
く
る
原
発
立
地
自
治
体
連

合
は
三
月
二
四
日
、
住
民
の
命
と
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
原
発
の
安
全
性
に
つ
い
て
七
項
目

の
公
開
質
問
状
を
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。
会
場
の
参
議
院
会
館
ホ
ー
ル
に
は
公
開
質
問
状

連
名
の
一
三
道
県
一
四
七
人
の
議
員
を
代
表
し
て
九
人
が
出
席
し
、
約
二
二
〇
人
の
集
会
参

加
者
を
前
に
、
原
発
再
稼
働
を
阻
止
し
、
日
本
を
救
お
う
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

集
会
の
あ
と
、
記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
九
人
の
議
員
と
作
家
の
広
瀬
隆
さ
ん
が

内
閣
府
に
出
向
き
公
開
質
問
状
を
提
出
し
、
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

（
ま
と
め
・
尚
）



い
と
語
り
、
抑
え
き
れ
な
い

怒
り
を
訴
え
ま
し
た
。

我
が
故
郷
に
帰
れ
な
い

福
島
県
い
わ
き
市
市
議

 
 

佐
藤
和
良
さ
ん

原
発
事
故
で
約
一
四
万
人

が
避
難
民
と
な
っ
た
。
我
が

故
郷
福
島
県
の
大
熊
町
は
住

宅
地
の
ど
真
ん
中
で
毎
時
三

二
〇
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト

を
計
測
。
事
故
か
ら
三
年
経

つ
。
そ
の
ま
ま
住
み
続
け
た

な
ら
致
死
量
の
七
シ
ー
ベ
ル

ト
を
超
え
る
。
広
域
避
難
計

画
は
実
現
不
可
能
。
参
議
院

選
挙
翌
日
に
福
島
原
発
か
ら

と
て
つ
も
な
い
汚
染
水
が
流

出
し
て
い
る
と
発
表
さ
れ
た
。

二
月
に
は
タ
ン
ク
か
ら
百
ト

ン
約
二
三
兆
ベ
ク
レ
ル
が
漏

出
。
規
制
委
員
会
は
再
稼
働

で
は
な
く
汚
染
水
を
止
め
る

た
め
に
全
力
を
尽
く
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
国
会
議
員
は
何

を
し
て
い
る
の
だ
。
毎
日
、

除
染
の
土
が
入
っ
て
い
る
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
無
数
の
山

を
見
て
胸
を
締
め
付
け
ら
れ

る
思
い
だ
。
私
た
ち
は
「
緩

慢
な
る
死
を
強
制
さ
れ
棄
て

ら
れ
た
」
と
思
っ
て
い
る
。

「
新
規
制
基
準
を
満
た
し
た

原
発
で
も
事
故
は
起
き
る
」 

 

―

原
子
力
規
制
庁

北
海
道
岩
内
町
町
議

 
 

佐
藤
英
行
さ
ん

私
は
泊
原
発
が
湾
越
し
に

見
え
る
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い

る
。
冬
の
積
丹
半
島
は
一
寸

先
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
暴
風

雪
が
し
き
り
。
避
難
な
ど
出

来
な
い
。
去
る
一
月
二
〇
日
、

再
稼
働
阻
止
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
主
催
で
原
子
力
規
制
庁

と
院
内
交
渉
を
行
っ
た
。
規

制
庁
は
「
基
準
を
満
た
し
て

も
事
故
は
起
き
る
。
基
準
は

最
低
の
も
の
で
、
あ
と
は
事

業
者
の
責
任
で
あ
る
」
と
答

え
た
。
原
発
事
故
の
避
難
計

画
も
自
治
体
の
責
任
と
い
う
。

驚
く
べ
き
無
責
任
。
信
じ
ら

れ
な
い
。

柏
崎
原
発
事
故
時
に
気
が
つ

け
ば
福
島
事
故
は
防
げ
た
。

 
 

新
潟
県
柏
崎
市
市
議

 
 
 

矢
部
忠
夫
さ
ん

「
原
発
も
再
処
理
工
場
も

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
ま

で
耐
え
ら
れ
る
」
と
電
力
会

社
は
説
明
し
て
き
た
。
し
か

し
阪
神
大
震
災
は
Ｍ
七
・
三
、

新
潟
県
中
越
沖
地
震
は
Ｍ

六
・
八
、
東
日
本
大
震
災
は

Ｍ
九
・
〇
だ
っ
た
。
一
九
六

〇
年
代
「
原
子
炉
立
地
指
針
」

で
は
人
口
の
密
集
地
帯
に
原

発
を
立
地
し
て
は
な
ら
な
い

と
定
め
た
。
そ
の
後
、
世
界

の
地
震
学
は
急
速
に
進
歩
し

一
九
七
六
年
地
震
学
者
石
橋

克
彦
氏
は
「
駿
河
湾
に
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
八
ク
ラ
ス
の
巨

大
地
震
が
起
こ
る
」
と
発
表
、

原
発
震
災
の
警
告
を
発
し
た
。

二
〇
〇
六
年
に
国
が
「
原
発

耐
震
設
計
審
査
指
針
」
改
訂

を
行
っ
た
時
に
は
、
す
で
に

古
い
学
説
に
基
づ
く
耐
震
基

準
の
危
険
な
原
発
が
林
立
し

て
い
た
。
二
〇
〇
七
年
、
柏

崎
刈
羽
原
発
は
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
六
・
八
の
地
震
の
打

撃
に
よ
っ
て
地
盤
破
壊
や
変

圧
器
火
災
が
起
こ
っ
た
。
あ

の
時
に
、
耐
震
性
の
問
題
に

国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お

れ
ば
福
島
事
故
は
防
げ
ら
れ

た
か
も
し
れ
ず
痛
恨
の
極
み

だ
。
当
時
の
安
倍
晋
三
首
相

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
事
故
原

発
に
乗
り
込
ん
だ
が
問
題
点

を
見
抜
く
こ
と
も
せ
ず
、
何

の
対
策
も
取
ら
な
か
っ
た
。

「
専
門
家
」
は
事
故
を
解
析

す
る
能
力
が
あ
る
の
か

新
潟
県
柏
崎
市
市
議

 
 
 

高
橋
新
一
さ
ん

原
子
力
規
制
委
員
会
の
下

で
新
規
制
基
準
の
適
合
審
査

を
行
っ
て
い
る
の
は
「
原
子

力
安
全
基
盤
機
構
（
Ｊ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
）
」
。
彼
ら
は
福
島
原
発
事

故
の
責
任
者
。
第
三
者
に
よ

る
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
組
織

を
つ
く
る
と
約
束
せ
よ
。

再
稼
働
で
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
が
貯
ま
る

福
井
県
敦
賀
市
市
議

 
 

今
大
地
晴
美
さ
ん

全
国
の
原
発
か
ら
出
る
使

用
済
み
核
燃
料
は
青
森
県
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
に
集
め
ら

れ
、
今
や
三
〇
〇
〇
㌧
プ
ー

ル
は
満
杯
状
態
。
各
地
原
発

プ
ー
ル
も
満
杯
に
近
づ
い
て

い
る
。
再
稼
働
す
れ
ば
ま
た

も
や
高
温
度
の
使
用
済
み
核

燃
料
が
発
生
し
危
険
な
状
態

と
な
る
。
今
あ
る
使
用
済
み

核
燃
料
約
一
万
七
〇
〇
〇
ト

ン
は
キ
ャ
ス
ク
に
入
れ
て
地

上
保
管
す
る
し
か
な
い
。

「
原
発
ゼ
ロ
で
三
兆
六
千
万

円
の
国
富
流
出
」
の
誇
張

愛
媛
県
県
議

 
 

阿
部
悦
子
さ
ん

原
発
が
止
ま
っ
た
た
め
に

そ
の
分
の
火
力
発
電
の
燃
料

費
が
「
三
兆
六
千
億
円
増
え

た
」
と
政
府
は
発
表
し
た
。

し
か
し
参
議
院
で
茂
木
経
産

大
臣
は
「
そ
の
う
ち
の
約
七

二
〇
〇
億
円
は
資
源
相
場
の

値
上
が
り
、
約
三
六
〇
〇
億

円
は
円
安
の
影
響
」
と
認
め

た
。
こ
の
分
を
考
慮
す
る
と

火
力
発
電
に
よ
る
燃
費
増
は

実
質
約
二
兆
五
千
億
円
。
政

府
・
電
力
会
社
の
意
図
的
な

価
格
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
惑
わ

さ
れ
て
、
伊
方
原
発
が
再
稼

働
さ
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。

原
発
は
天
井
知
ら
ず
に
経
費

が
か
か
り
し
か
も
危
険
物

静
岡
県
島
田
市
市
議

森
伸
一
さ
ん

九
電
力
会
社
決
算
で
は
休

止
し
て
い
る
の
に
「
原
発
発

電
費
」
が
各
年
度
約
一
兆
二

千
億
円
ず
つ
支
出
さ
れ
た
。

新
規
制
基
準
安
全
対
策
費
が

二
〇
一
三
年
度
に
は
約
一
兆

六
千
億
円
使
わ
れ
た
（
朝
日
新

聞
記
事
）
。
浜
岡
原
発
で
は
一

四
〇
〇
億
円
も
か
け
て
「
津

波
防
波
壁
」
を
建
設
中
。
だ

が
岩
手
県
沿
岸
の
巨
大
津
波

防
波
堤
が
破
壊
さ
れ
た
よ
う

に
、
こ
ん
な
ち
ゃ
ち
な
「
津

波
防
波
壁
」
は
役
に
た
た
な

い
。
さ
ら
に
汚
染
水
対
策
、

廃
炉
、
賠
償
に
政
府
試
算
で

も
約
十
一
兆
円
が
必
要
と
い

う
。
今
後
五
四
兆
円
か
か
る

と
い
う
試
算
も
公
表
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
火
力
や
石
炭
ガ
ス
化
火
力

は
、
今
後
ま
す
ま
す
性
能
が

向
上
し
燃
料
調
達
も
見
通
し

が
明
る
い
。
原
発
か
ら
は
一

刻
も
早
く
撤
退
す
べ
き
だ
。

霧島山・桜島の火山活動が活発化

川内原発の再稼働は超危険だ
鹿児島市 市議 小川美沙子さん

鹿児島市の北西の川内（せんだい）原発が、

再稼働第一号になるかもしれないと報ぜられて

いる。北薩火山群が海側に迫り、２０１１年に大

爆発した霧島山新燃岳や２００９年から噴火が活

発になった桜島が近い。桜島はちょうど１００年

前に大爆発し火山灰は東北地方まで飛んだ。火山

灰が送電線に降り積もっただけで川内原発の外部

電源は途絶え、非常用ディーゼルエンジンはフィ

ルターに火山灰がつまり発電不能の恐れがある。

１９９７年には川内市近郊でマグニチュード６

クラスの地震が２度あった。本年２月２８日に新

潟大学立石雅昭名誉教授（地質学）は川内原発の

原子炉から東８００ｍに活断層とみられる３本の

断層と破砕帯を発見し、九州電力に調査を要請す

る記者会見を行った。

毎日新聞が一昨年実施した、火山学者５０人か

ら回答を得たアンケートでは、巨大噴火被害のリ

スクのある原発として、２９人が川内原発を、２

５人が泊原発、１８人が東通原発をあげた。約

2.9 万年前に鹿児島湾の北内陸付近で起きた極

めて大規模な破局的噴火による火砕流は川内原発

周辺まで及んだ。九州で原発事故が発生すると、

偏西風に乗って放射能を含む大気が日本を縦断

し福島原発以上の大被害が予想される。

東京新聞３月１７日

鹿
児
島
県
川
内
原
発
は
火

山
爆
発
被
害
が
指
摘
さ
れ

る
危
険
な
原
発
。
三
月
一
六

日
鹿
児
島
市
で
約
六
〇
〇

〇
人
が
結
集
し
集
会
と
デ

モ
を
行
い
ま
し
た
。


